
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加した皆さんからは、「別の世代の方々の意見

が聞けて良かった」、「様々な視点からの意見を聞
くことができた」などの感想がありました。 

 
（以下は一部抜粋） 
 自身の意見を発信できるいい機会であり、

若い人のフレッシュな意見も聞くことがで
きてよかった。 

 ファシリテーターの方がいたので、議論が

停滞しても気づきや閃きを与えていただ
き、話しやすかった。 

 時間がもっとあればよかったなと思う。 
 地域の問題は違う視点から見ると多々ある

ということがわかった。 
 問題点の数以上に高松市をよりよくする案

が多く出た。 
 人数が分かれていて意見を伝えやすかった 
 持続可能なまちづくりには環境問題が大き

く影響すると考えていましたが、他の方の
意見を聞き、交通面などの安心・安全なま
ちづくりも大切だと改めて気づかされまし
た。 

 地域に住んでいる人たちが香川県に対して
どのような評価をしているのか知ることが
出来た 

 当たり前かもしれないが、人それぞれ、感
じていることが違うことがわかった。 

①全班共通テーマ 

「高松市のいいところ・ 
変えたいところ」 
 
全体説明のあと、班ごとにミーテ

ィングを行いました。まず、全班共
通テーマ「高松市のいいところ・変
えたいところ」を話し合いました。 

「いいところ」では、「緑が多くゴ
ミが少ない」「芸術祭を中心に国際交
流があるところ」、「コワーキングス
ペースが多いところ」、といった意見

が出ました。 
「変えたいところ」としては「交

通マナーが悪い」、「世代間交流の機
会が少ない」といった意見が出まし
た。 
 
 

 各班テーマ  

A 班 10 年後も住み続けたい高松市にす
るために必要なことって何？ 

①皆の 10 年後を想像してみよう 
②住み続けるために望むことは何？ 

【環境】①香川で就職し、住み続けたい ②街並みのきれい
さ・空気の綺麗さ【子育て】①家庭をもっている ②小さい

子どもが遊べる施設の充実【福祉】①親が高齢に ②高齢者
支援について周知に力を入れてほしい 

B 班 人が集まり住み続けたいまちって、
どんなまち？写真をヒントに、考え
てみよう。 

【交通】踏切付近の渋滞解消【学校】小中学校の野外活動の
活性化【環境】中高生がスポーツできる公園【福祉】子ど
も・若者、高齢者が交流できる場【安心・安全】交通事故環
境の改善 

C 班 もっと魅力的な高松市にするために
わたしたちにできることって何？ 
全班共通テーマ「いいところ」「変
えたいところ」を振り返りながら、

考えてみよう。 

【住みやすさ】都心部以外のエリアイメージを強化してみる
のはどうか【交流】オン・オフラインの両方で世代間交流の
イベントを行ってほしい／芸術を起点に世代間交流・情報交
換ができないか【交通】自転車道の整備と共にマナー向上を

はかれないか 

D 班 IT 技術を使って高松市のこんなとこ
ろをもっとよくできるのでは？ 

【交通】生態認証の普及・交通機関の現在地把握【学校】登
校状況の把握を生態認証で把握等【環境】空気中の有害物質
の濃度測定・市全域のごみ量可視化等【福祉】声が出せない
状況でも通知で状況を知らせるアプリ等【安心・安全】子ど
もに GPS を持たせて事故防止に活用等 

 

03 未来の高松市の姿についてディスカッション 

日  時：2022 年 8 月 23 日（火） 
     16:30～18:00 
会  場：オンライン会議  
参加者数：19 名 
（高校生・大学生 14 名、社会人 5 名）  
 

たかまつ FLAT Meeting ニュースレター１ 

高松市では、新しい総合計画の策定に 
あたって、次代を担う若い世代のみなさん
の考えや価値観を共有し、8 年後の高松市
の姿を描いていただく機会として「たかま
つ FLAT Meeting」を開催しました。内容
についてご紹介します。 

01 開催概要 

高松市の未来の姿を考えるきっかけとするため、計画策定の基本的な考え方として計画

／まちづくりの基本的な考え方を紹介しました。高松市で人口の現状と将来予測、社会情

勢の変化ふまえたうえで、計画策定の基本的な考え方を紹介しました。 

▼下記はその一例です。 

各班テーマについてのボード（B班）▶ 

▼ 現地会場と遠隔地をオンラインで繋ぎました 

02 計画策定の考え方の紹介 

04 参加者が感じたこと 
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5

人口の現状と将来予測

たかまつ人口ビジョンより

▼ 全体共通テーマの議論内容（例） 
 

②各班テーマの議論 

全班テーマのあとは、班ごとに異なるテーマで話し合いま
した。A-C 班のいずれの班においても分野の偏りなく自由な
発想とアイデアを話し合いがなされました。IT 技術をテーマ
にしていた D 班では、テーマに特化した具体的なアイデアの
提案が多く出されました。各班テーマと議論の中で出された
意見については以下の通りです。 


